
令和7年3月19日発行

　　　　　　　

　　　予算の総額　　　

  一般会計　352億8,000万円　  特別会計　 166億9,200万円

     企業会計　82億8,576万7千円

■歳入予算内訳

 602億5,776万7千円

■歳出予算内訳 （単位：千円）

予算額

14,007,492

4,413,356

3,751,508

3,174,081

2,952,362

2,677,447

1,398,474

1,022,490

1,007,128

577,070

268,590

30,002

35,280,000

区分

民 生 費

総 務 費

教 育 費

公 債 費

土 木 費

衛 生 費

消 防 費

農 林 水 産 業 費

諸 支 出 金

商 工 費

議 会 費

そ の 他

合 計

（単位：千円）

予算額

10,486,272

6,400,000

6,351,697

2,905,210

2,214,436

1,765,900

5,156,485

35,280,000

区分

市 税

地 方 交 付 税

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

繰 入 金

市 債

そ の 他

合 計

（単位：千円）

予算額

7,469,000

1,213,000

7,992,000

18,000

16,692,000

会　　計　　名

国 民 健 康 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

介 護 保 険

介 護 サ ー ビ ス 事 業

特 別 会 計 合 計

（単位：千円）

予算額

1,111,811

収益的支出 1,055,523

資本的支出 56,288

3,064,566

収益的支出 1,815,386

資本的支出 1,249,180

30,273

収益的支出 30,273

資本的支出 0

4,079,117

収益的支出 2,398,778

資本的支出 1,680,339

8,285,767

会　　計　　名

病 院 事 業

水 道 事 業

工 業 用 水 道 事 業

下 水 道 事 業

企 業 会 計 合 計

Ⅰ．笠間まるごと「子育て都市」宣言プロジェクト　Stage.３

　社会全体でこどもを育てる意識と取組みの強化として、令和５
年度から笠間まるごと「子育て都市」宣言プロジェクトを推進し
ています。令和７年度は「Stage.3」として、保健・医療・福祉、
教育、文化・スポーツ、都市基盤など、分野を問わず取組みの強
化を図り、日本一のこども・子育て都市の実現を目指します。

●第２子以降保育料の無償化【新規】
　
●妊婦のための支援給付金・妊婦等包括相談
　支援事業【新規︓国県補助】

●子育て支援アプリの導入【新規︓県補助】
　
●こども誰でも通園事業【継続︓国補助】
　
●在宅育児応援事業【拡充︓市単独】　

　

こども・子育て徹底応援（一部記載）

●小学校エコランドセル・プレゼント事業
　【継続︓市単独】

●中学校制服等購入費支援事業
　【継続︓市単独】

●高校等生活応援事業【継続︓市単独】
　
●学校給食郷土食材推進事業
　【拡充︓市単独】
　
●学校給食負担軽減等事業
　【継続︓市単独】
　

妊娠 ～ 幼児期

小学校 ～ 高校

こども・子育て関連予算
　（民生費・教育費・衛生費の一部のみ）

令和7年度　80億円（+9億円）

●まちなか活性化の推進【新規・国補助】

●事業所誘致の強化【拡充】

●無電柱化の推進【継続︓県・市】
　
●歩道の高質化の推進【拡充︓市単独】

●宅地創出促進補助事業【一部︓市単独】

●公共施設等総合管理計画の改定
　【継続︓市単独】

●空地の利活用等の推進【継続】

まちづくりの担い手の育成と確保 ランドマーク拠点の創出

都市機能誘導区域（友部周辺地区）

Ⅲ．中心地区（友部駅~市役所周辺）まちづくりプロジェクト

　広域交通拠点をはじめ公共的機能が集積する本市の中心地区（友部駅から市役所周辺）においてソフト
とハードの双方による都市機能とエリア価値の向上策を展開し、厳しい環境にある地方都市のモデルとな
る「住みたくなる・働きたくなる・遊びにきたくなる　笠間市」の実現を図る。

３つの柱で進める再強化策の展開

歩きたくなる環境の向上

Ⅱ．共生社会を支える地域担い手育成プロジェクト

　全員参加型社会の形成に向けて、様々な人材が活躍する環境を整えていく必要があり、同時に地域の
経済と生活を支える人材の育成と確保は喫緊の課題となっています。本市では、ものづくり、芸術、ス
ポーツ、医療・福祉などにおいて女性、若者や外国人の方など多様な方々が活躍しており、これまでも
女性・若者活躍促進プロジェクトなどを展開してきていますが、この流れの強化が求められています。
　そのため、令和７年度は「共生社会を支える地域担い手育成プロジェクト」として、市役所改革も含
めたまち全体でのダイバーシティ経営を推進します。

●外国人材支援センターの設置
　【新規︓市単独】　　　　　

●創業支援事業【拡充︓市単独】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
●分野横断型人材確保事業【拡充︓市単独】　　　　

●公民連携型人材育成・確保の推進
　【拡充︓市単独】　

活躍を後押しする支援の充実
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尊重
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